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a
le

s

と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う

b

著
^
は
い 

うr

私
は
力
ー
ル
大
帝
の
究
金
な
肖
像
を
描
き
出
し
た
り
、
力
ー
ル
が
歐
羅 

巴
史
を
塑
彫
し
た
遣
り
方
を
説
明
レ
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
■又
力
ー
ル
の 

政
治
の
完
全
な
描
寫
を
す
る
つ
も
り
も
な
い
。
力
I
ル
の
歴
史
の
典
腺
を 

i
l̂

f
K-
x:
'
、
ご,

力
1
^ ,
0
政
治
の
0
々
な
局
面
釦
浮
彫.0
忆
^
特 

徵
付
け
る
つ
も
り
で
あ
る
。
私
は
•亦
政
治
家
と
し
て
の
力
ー
ル
の
人
柄
の 

ゝ

輪
廓
を
畫
乂
た
め
に
全
力
を
法
が
さ
。

^:
だ

わ

ち

著
者
は
地
理
學
的
な 

叉.
は
|

^
的
な
顶
浪
を
猶
っ

..
て-6  
$れ
る

史

學

的

，
分

析

方

法

を

斥

.
け
、：

年 

代
記
的
な
方
法
を'そ
の
根
翰
と
し
、
そ
れ
か
ら
政
洽
家
の
史
的
性
i

寫 

が
派
生
す
る
匕
と
を
狙
と
し
て
.
い
る
。
新
た
な
史
舉
段
階
で
の
ク
ロ
 
ニ
ク 

ル
の
硏
绝
が
提
起
す.る
も
の
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

，

第1

期
、
カ
ー
ル
の
治
政
の
創
業
期
。

七
六
八
年
ピ
ピ
ン
三
胜
の
死
。
力 

i

ル
は
ク
：ラ.

X

ク
王
國
の
半
ば
を
弟
力
ー
.ロ
.マ
ン
■と
共
に
統
洽
す
。
力

ー

 

ル
は
ア
キ
タ
土

T
の
叛
亂ti

r

魅

。
母
べ
ル
タ
の
影
響
に
よ
り
外
政
で
は 

.放
棄
政
策
を
と̂
。
バ
ヴ
ァ
认
ア
の
首
長
ダ

‘ジ
口
！二
世
と
の
和
解
。

ロ
ン 

^
ル
ド
玉
デ
へ
ジ
デ
、リ
々
：ス
と
の

.軌
解
0

^
の
結
果
バ
ヴ
.ズ
ゾ
ア 

の
獨
立
。D-

V

ハ
ル
ド
王
國
の
た
め
ロ
丨
マ
援
肋
放
棄
。

，

第
二
期
、
カ
ー
ル
、
の
試
燦
期
。

七
七
一
年
情
勢
一
變
す
。

ロ
ツ
バ
ル
ド
同 

.盟

カ

讓
'0
.^:
:

^
カ
フ口

： .

％
ン
死
す0
力

ー.ル

そ

の

領

土

令

歲:^
'
,
.
: 

甥
め
王
|

眾

を

婦

げ
>°
.カ
^;
ル
* :
有
^

^
王
朝
の
#

ー
0
,國
^

,^
制 

整
備
に
よ
る
ラ
ィ
ン
右
捧
及
び
チ
ュ
ー
リ
ン
ギ
ア
の
フ
ラ
ジ
ク
の
土
地
を

;
擊
.
サ
ク
乂
1.
ネ
ス
：へ.
の
韻
仇
的
遠
征,°
七
七
一i
年
ザ
ク
セ
ン
へ
の
逆
侵 

.:.

.
入
。
ザ
ク
セ
ン
戰
爭
の
一！

0̂
-'
,

西
ザ
グ.
：セ
ジ
：に
お
い
そ
恒
久
的
城
寒
に
ょ 

-
り
防
護
氣
龙
特
別
な
軍
泰
紐
織
を
も
り
た
彳
ル
彡
の
確
立
^

8.

^
ド
ネ
ァ
：ヌ^ ;
:
|6

の
：要
請
ゼ
ィ
タ
リ
ァ
防
護
の
た
め
口
シ
バ
ル
ド 

:
--
:
遠
征
。：

七
.七
四
部
ロ
ン
バ
ル
ボ
王
を
兼
癖
。
敬
虔
な
ヵ
ー
ル
が
l

f l
.を 

:■
:
守
護
す
る
|

基
礎
ば.
ガ
？
ル
'0
受
け
た
：|
ロ
'1-
マ
貴
族』

の
稱
號
に
蕋 

、

ぐ

。
七
：七

七

奔

ヵ

ー

ル
：
の
王
機
伸
張
と
ス
ぺ

.
ィ

ン

征

國

の

幻

想
°,
七
七
八 

.
.,---年
ズ.
ぺ
ィ
ゾ
遠
征
の
失
敗
タ
敗
返
途
上
ピ
ギ
ネ
す
'山
氓

で

バ

ス

ク

人

：に
追 

:•
擊
さ
る
。七

七
八
年
ガ
：ス

.>
-.1

..1
、

プ
キ
ダ
-~
ア
、
<
タ

リ

ア

の

醫

。

..
パ
フ
ー
フ<
ク
諸
國
：

〈

#:
クソスの侵入

0
と
，れ
ら'の.
危
機
か
ら
の
脫
出
？ 

:

ヾ
七
七㈨
申
へ
'
が

ス

タ

ル
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お
，
い
，
て

內

政

Q
:

整
備
を
檢
討—

そ

の
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成

果 
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a

f

»
总

ゴ
^
の
反
映
：。ン
ヵ
ト
火
の
天
分
の
發
揮
。
七
八
、五
年 

ザ
>.
:セ
ジ
戰
の^
^
と
、
該
王
國
め
服
屬
及
び
そ
の
領
土
：を
敎
管
區
に
分 

,
.
:割
0'-
フ
»;
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ァ
の
東
部
吹
征
服
。
傳
統
を
誇
る■ロ
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1.
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人
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ヵ
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！
.
ル
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:
>
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*
フ
：
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<
の
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將
連
を
霧
厶
之
見
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壬
國.
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1--
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に
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但
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へ
；
....力
ー
ル
ば
沈
ゆ
る
重
f

決
®

金
保
齓
す
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一
七
八
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年

『
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の
淨
化。
':;
ぞ 

.• 
一
..

第
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叛
»

。
ー
七
九
三
年
大
飢 

;.)
：

饉

。
：全

般

的

叛
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